
25　彙　　　報

彙　

報

平
成
三
十
一
年
・
令
和
元
年
度 

密
教
文
化
研
究
所
だ
よ
り

本
年
度
、
密
教
文
化
研
究
所
で
は
、「
弘
法
大
師
の
思
想
と
そ
の
展
開
に
関
す
る
研
究
」「
密

教
の
形
成
と
流
伝
に
関
す
る
研
究
」「
密
教
と
現
代
社
会
の
諸
問
題
に
関
す
る
研
究
」
を
事
業

の
柱
と
し
て
、
研
究
所
研
究
員
を
中
核
と
し
た
研
究
活
動
を
展
開
し
、
伝
統
教
学
の
継
承
と
社

会
へ
の
普
及
に
努
め
た
。

　

各
々
の
活
動
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

【
研
究
会
】

○
研
究
所
研
究
会

※
趣
旨

　
　

研
究
所
員
・
研
究
員
の
研
究
成
果
発
表
お
よ
び
学
術
的
交
流
を
趣
旨
と
す
る
。

※
活
動
実
績

　
　

十
月
十
七
日
（
木
）　

於
：
高
野
山
大
学
第
一
会
議
室

　

德
重
弘
志　
「
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
の
書
翰
に
基
づ
く
16
世
紀
の
真
言
宗
」

　
　
　

北
川
真
寬　
「
南
山
学
道
の
歴
史　

―
勧
学
会
に
お
け
る
打
集
を
中
心
に
―
」

　
　

十
一
月
十
五
日
（
金
）　

於
：
高
野
山
大
学
第
一
会
議
室

　

木
下
浩
良　
「
新
出
の
高
野
山
奥
之
院
鎌
倉
期
五
輪
卒
塔
婆

―
卒
塔
婆
の
起
源
と
高
野
山
町
石
の
タ
イ
プ
分
類
―
」

○
弘
法
大
師
著
作
研
究
会

※
趣
旨

研
究
所
の
事
業
の
柱
に
、「
弘
法
大
師
の
思
想
と
そ
の
展
開
に
関
す
る
研
究
」
が
あ
る
。

本
研
究
を
お
こ
な
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
空
海
の
文
章
を
漢
籍
、
注
釈
書
を
踏
ま
え
正
確
に

か
つ
忠
実
に
読
解
し
て
い
く
作
業
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
弘
法
大

師
の
著
作
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
研
究
会
を
開
催
し
そ
の
研
究
成
果
を
公
表
す
る
も
の
。

※
会
員

松
長
有
慶
、
川
﨑
一
洋
、
北
川
真
寛
、
櫻
木
潤
、
佐
藤
隆
彦
、
高
柳
公
禅
、
武
内
孝
善
、

土
居
夏
樹
、
德
重
弘
志
、
那
須
真
裕
美
、
藤
田
光
寛
、
松
長
潤
慶
、
南
昌
宏
、
米
田
弘
仁

※
活
動
実
績

　
　
『
声
字
実
相
義
』
の
研
究
会
を
原
則
と
し
て
月
二
回
行
っ
た
。

　
（
発
表
者
及
び
日
程
）

松
長
潤
慶
：
四
月
十
一
日
、
四
月
二
十
五
日
、
五
月
二
十
三
日
、
六
月
十
三
日

米
田
弘
仁
：
六
月
二
十
七
日
、
七
月
十
一
日
、
九
月
二
十
六
日
、
十
月
十
日
、

	

十
一
月
七
日
、
十
二
月
五
日

土
居
夏
樹
：
七
月
二
十
五
日
、
十
月
三
十
一
日
、
十
一
月
二
十
一
日

※
刊
行
物

研
究
会
の
成
果
を
、『
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
別
冊
と
し
て
、以
下
の
内
容
で
発
行
す
る
。

『
即
身
成
仏
義
』
の
研
究　

令
和
二
年
三
月　

発
刊
予
定

『
声
字
実
相
義
』
の
研
究　

令
和
二
年
三
月　

発
刊
予
定

○
チ
ベ
ッ
ト
密
教
研
究
会

※
趣
旨

本
研
究
会
は
、
密
教
文
化
研
究
所
専
任
研
究
員
テ
ン
ジ
ン
・
ウ
セ
ル
（
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
ゲ

ル
ク
派
最
高
学
位
ゲ
シ
ェ
ー
・
ハ
ラ
ン
パ
取
得
者
）
を
中
心
に
チ
ベ
ッ
ト
語
文
献
の
訳
読
を

進
め
、
本
学
に
お
け
る
チ
ベ
ッ
ト
密
教
研
究
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
今
年

度
はG

rub m
tha̓ rin chen phreng gi bka̓ khrid 

を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
開
催
。

メ
ン
バ
ー
は
以
下
の
通
り
。

　
　

責 

任 

者
：
テ
ン
ジ
ン
・
ウ
セ
ル
（
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
法
王
庁
派
遣
）

　
　

研
究
会
員
：
藤
田
光
寬
（
高
野
山
大
学
名
誉
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　

乾
龍
仁
（
高
野
山
大
学
教
授
・
学
長
）

　
　
　
　
　
　
　

奥
山
直
司
（
高
野
山
大
学
教
授
・
副
学
長
）

　
　
　
　
　
　
　

奥
田
剛
（
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
サ
キ
ャ
派
ケ
ン
ポ
）

※
活
動
実
績
（
十
二
月
末
時
点
）

四
月
二
日
、
四
月
十
六
日
、
四
月
二
十
二
日
、
四
月
三
十
日
、
五
月
七
日
、

五
月
十
四
日
、
五
月
二
十
一
日
、
五
月
二
十
七
日
、
六
月
三
日
、
六
月
十
日
、
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六
月
十
九
日
、
六
月
二
十
五
日
、
七
月
十
六
日
、
七
月
二
十
二
日
、
八
月
五
日
、

八
月
二
十
六
日
、
九
月
二
日
、
九
月
十
日
、
九
月
十
八
日
、
九
月
二
十
四
日
、

十
月
三
日
、
十
月
七
日
、
十
月
二
十
一
日
、
十
月
二
十
八
日
、
十
一
月
四
日
、

十
一
月
十
八
日
、
十
一
月
二
十
五
日
、
十
二
月
二
日
、
十
二
月
二
十
三
日

○
南
山
教
学
研
究
会

※
本
事
業
に
関
し
て
は
、主
に
北
川
真
寬
が
担
当
。
活
動
内
容
の
詳
細
は
「
平
成
三
十
一
年
・

令
和
元
年
度
南
山
教
学
研
究
会　

活
動
報
告
」（
本
書
29
～
30
頁
）
を
参
照
願
い
た
い
。

○
真
言
教
学
研
究
会

※
本
事
業
に
関
し
て
は
、主
に
北
川
真
寬
が
担
当
。
活
動
内
容
の
詳
細
は
「
平
成
三
十
一
年
・

令
和
元
年
度
南
山
教
学
研
究
会　

活
動
報
告
」（
本
書
29
～
30
頁
）
を
参
照
願
い
た
い
。

○
宗
学
連
携
事
業

※
本
事
業
に
関
し
て
は
、
主
に
北
川
真
寛
が
担
当
。
問
講
の
再
治
・
増
補
に
関
し
て
は
高
野

山
山
内
住
職
と
共
同
で
活
動
し
て
い
る
。
活
動
内
容
の
詳
細
は
「
平
成
三
十
一
年
・
令

和
元
年
度
南
山
教
学
研
究
会　

活
動
報
告
」（
本
書
29
～
30
頁
）
を
参
照
願
い
た
い
。

○
聖
フ
ラ
ン
シ
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
の
書
簡
に
基
づ
く
宗
教
間
対
話
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
以
下
「
ザ
ビ
エ
ル
研
究
会
」）

※
趣
旨

本
研
究
会
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教
師
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
の
書
簡

を
題
材
と
し
て
、
高
野
山
大
学
（
密
教
文
化
研
究
所
）
と
シ
ア
ト
ル
大
学
と
の
有
志
者
が
共

同
研
究
を
行
い
、
ザ
ビ
エ
ル
の
日
本
滞
在
時
に
ど
の
よ
う
な
宗
教
間
対
話
が
行
わ
れ
て
い
た

か
を
検
証
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

本
年
度
は
、
高
野
山
大
学
側
の
研
究
者
が
中
心
と
な
り
、
ザ
ビ
エ
ル
の
書
簡
を
仏
教
学

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
多
角
的
に
検
証
し
た
上
で
、
シ
ア
ト
ル
大
学
で
開
催
さ
れ
た
カ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
に
お
い
て
口
頭
発
表
を
行
っ
た
。

※
会
員

　
〔
高
野
山
大
学
側
〕

　
　

佐
藤
隆
彦
（
高
野
山
大
学
教
授
・
副
学
長
）

　
　

奥
山
直
司
（
高
野
山
大
学
教
授
・
副
学
長
）

　
　

Thierry	J.	Robouam

（
上
智
大
学
元
教
授
）

　
　

菊
谷
竜
太
（
京
都
大
学
白
眉
セ
ン
タ
ー
特
定
准
教
授
）

　
　

德
重
弘
志
（
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
専
任
研
究
員
）

　
　

今
中
太
定
（
シ
ア
ト
ル
高
野
山
ヘ
ッ
ド
プ
リ
ー
ス
ト
）

　
〔
シ
ア
ト
ル
大
学
側
〕

　
　

Jason	W
irth

（
シ
ア
ト
ル
大
学
教
授
）

　
　

N
aom

i	Kasum
i

（
シ
ア
ト
ル
大
学
教
授
）

　
　

Sharon	Suh

（
シ
ア
ト
ル
大
学
教
授
）

　
　

Jessica	Im
anaka

（
シ
ア
ト
ル
大
学
准
教
授
）

　
　

M
ichael	Trice

（
シ
ア
ト
ル
大
学
准
教
授
）

　
　

D
ouglas	Peduti

（
シ
ア
ト
ル
大
学
講
師
）

※
活
動
実
績

　
〔
学
内
研
究
会
〕

　

第
一
回　

九
月
二
十
四
日
（
火
）

	

德
重
に
よ
る
口
頭
発
表
と
、
そ
れ
に
対
す
る
質
疑
応
答

　

第
二
回　

十
月
十
五
日
（
火
）

	
Robouam

に
よ
る
口
頭
発
表
と
、
そ
れ
に
対
す
る
質
疑
応
答

　

第
三
回　

十
月
二
十
四
日
（
木
）

	

佐
藤
に
よ
る
口
頭
発
表
と
、
そ
れ
に
対
す
る
質
疑
応
答

　

第
四
回　

十
二
月
三
日
（
火
）

	

シ
ア
ト
ル
大
学
に
お
け
る
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
総
括

　
〔
シ
ア
ト
ル
大
学
と
の
共
同
研
究
会
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
会
議
）〕

　

第
一
回　

六
月
十
九
日
（
水
）

	

高
野
山
大
学
と
シ
ア
ト
ル
大
学
の
全
メ
ン
バ
ー
の
顔
合
わ
せ
、
研
究
方
針
等
の
確
認

　

第
二
回　

九
月
十
九
日
（
木
）

	
シ
ア
ト
ル
大
学
で
開
催
さ
れ
る
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
つ
い
て
の
協
議
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〔
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
（
於　

シ
ア
ト
ル
大
学
）〕

　

十
一
月
十
五
日
（
金
）

高
野
山
大
学
側
の
参
加
者
が
主
体
と
な
り
発
表
を
行
っ
た
。
各
人
の
発
表
テ
ー
マ
は
、

下
記
の
通
り
で
あ
る
。

・
佐
藤
：	A	study	of	Xavier’s	letters	from

	the	view
point	of	present	Shingon-Buddhism

.

・Robouam

：The	Francis	X
avier	Event	in	the	M

irror	of	the	Lotus	Realm
.

・
菊
谷
：	Em

pyreum
	and	Sukhāvatī:	Cosm

ological	Context	of	Xavier	and	his	background.

・
德
重
：	Contrasting	Buddhists	and	Christian	vision	of	H

ell.

　

十
一
月
十
六
日
（
土
）

　

シ
ア
ト
ル
大
学
側
の
参
加
者
が
主
体
と
な
り
、
各
人
の
研
究
内
容
に
つ
い
て
簡
潔
に
説
明

を
行
っ
た
。
な
お
、
シ
ア
ト
ル
大
学
側
は
、
次
年
度
の
九
月
に
高
野
山
大
学
で
開
催
さ
れ
る

予
定
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
お
い
て
、
口
頭
発
表
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

○
巡
礼
遍
路
研
究
会
（
協
力
事
業
）

※
趣
旨

四
国
八
十
八
ヶ
所
、
西
国
三
十
三
所
等
、
日
本
国
内
な
ら
び
に
世
界
各
地
の
巡
礼
に
関

す
る
研
究
・
成
果
発
表
を
行
う
と
共
に
、
会
員
相
互
の
懇
親
を
図
る
。

※
役
員

　
　

会　
　

長
：
山
陰
加
春
夫
（
高
野
山
大
学
名
誉
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　

柴
谷
宗
叔
（
令
和
元
年
六
月
二
十
二
日
就
任
）

　
　

事
務
局
長
：
柴
谷
宗
叔
（
密
教
文
化
研
究
所
受
託
研
究
員
）

※
会
員
数

　
　

二
百
五
名
（
法
人
・
団
体
含
む
）

※
活
動
実
績

　
　

第
六
回
研
究
発
表
会

　
　

日
時
：
令
和
元
年
六
月
二
十
二
日
（
土
）　

於
：
愛
媛
大
学
法
文
学
部
本
館
八
階
大
会
議
室

基
調
講
演
　

　

胡
光
（
愛
媛
大
学
法
文
学
部
教
授
／
四
国
遍
路
・
世
界
の
巡
礼
研
究
セ
ン
タ
ー
長
）

　
「
明
治
維
新
と
四
国
遍
路
―
高
群
逸
枝
『
娘
巡
礼
記
』
の
歴
史
的
前
提
」

研
究
発
表

　

鬼
頭
尚
義　
「「
端
四
国
八
十
八
か
所
」
の
御
詠
歌
考

―
西
国
・
四
国
か
ら
の
本
歌
取
り
を
中
心
に
―
」

　

山
本
孝
弘　
「
報
恩
大
師
備
前
四
十
八
ヶ
寺
に
つ
い
て
」

　

鴨
井
智
峯　
「
伊
予
大
島
准
四
国
に
つ
い
て
」

　

三
島
健
司　
「
播
磨
西
国
三
十
三
ヵ
所	

札
所
番
の
変
遷
と
徒
歩
巡
礼
道
」

【
講
演
会
】

○
人
権
講
演
会
（
共
催
：
高
野
山
真
言
宗
社
会
人
権
局
）

　

日
時
：
令
和
元
年
七
月
十
七
日
（
水
）　

於
：
高
野
山
大
学
第
三
会
議
室

　
　

川
口
泰
司
（
一
般
社
団
法
人　

山
口
県
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
）

　
「
寝
た
子
」
は
ネ
ッ
ト
で
起
こ
さ
れ
る
!?
～
ネ
ッ
ト
社
会
と
部
落
差
別
の
現
実
～
」

　

日
時
：
令
和
元
年
十
二
月
十
一
日
（
水
）　

於
：
高
野
山
大
学
第
三
会
議
室

　
　

川
口
泰
司
（
前
掲
）

　
　
　
「
差
別
っ
て
い
っ
た
い
な
ん
や
ね
ん
？	

―
私
と
部
落
問
題
―
」

【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

○「
高
野
山
研
究
に
お
け
る
古
絵
図
資
料
の
可
能
性
と
そ
の
活
用
」

（
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
）

　

日
時
：
令
和
元
年
十
月
六
日
（
日
）　

於
：
高
野
山
大
学
難
波
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　

第
一
部　

基
調
講
演

　
　

山
陰
加
春
夫
（
高
野
山
大
学
名
誉
教
授
）

　
「
高
野
の
聖
た
ち　

―
高
野
山
一
心
院
谷
の
場
合
―
」

　
　

第
二
部　

特
別
講
演

　
　

小
林
健
二
（
国
文
学
研
究
資
料
館
名
誉
教
授
）

　
「
太
閤
秀
吉
の
高
野
参
詣
で
新
作
上
演
さ
れ
た
豊
公
能
を
め
ぐ
っ
て
」

　
　

第
三
部　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
　

パ
ネ
リ
ス
ト

　
　
　
　

山
陰
加
春
夫
（
前
掲
）
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佐
藤
隆
彦
（
高
野
山
大
学
教
授
・
副
学
長
・
密
教
文
化
研
究
所
所
長
）

　
　
　
　

入
谷
和
也
（
高
野
七
口
再
生
保
存
委
員
会
事
務
局
）

　
　
　
　

藤
田
実
紀
（
株
式
会
社Stroly

）

　
　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　

櫻
木
潤	
（
高
野
山
大
学
専
任
講
師
）

平
成
三
十
一
年
・
令
和
元
年
度
研
究
活
動
報
告	

専
任
研
究
員
　
　
德
重
　
弘
志

【
研
究
活
動
概
況
】

筆
者
は
、
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
が
掲
げ
る
三
大
研
究
領
域
（「
弘
法
大
師
の
思
想
と

そ
の
展
開
に
関
す
る
研
究
」、「
密
教
の
形
成
と
流
伝
に
関
す
る
研
究
」、「
密
教
と
現
代
社
会
の

諸
問
題
に
関
す
る
研
究
」）
の
う
ち
、「
密
教
の
形
成
と
流
伝
に
関
す
る
研
究
」
に
従
事
し
て
い
る
。

本
年
度
の
成
果
と
し
て
は
、
①G

uhyam
aṇitilaka

に
お
け
る
シ
ヴ
ァ
と
イ
ン
ド
ラ
に
対
す

る
調
伏
の
差
異
の
原
因
究
明
、
②
『
大
日
経
疏
演
奥
鈔
』
所
引
の
後
期
密
教
経
典
の
特
定
、

③
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
の
書
翰
・
報
告
書
に
基
づ
く
十
六
世
紀
中
葉
の
真
言
宗
の
実
態
の
解

明
、
④
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
地
獄
観
の
比
較
、
と
い
っ
た
四
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①
に
関
し
て
は
、『
金
剛
頂
経
』
系
統
の
中
期
密
教
経
典
に
は
「
降
三
世
明
王
の
諸
天
調

伏
譚
」
が
共
通
し
て
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
中
で
もG

uhyam
aṇitilaka

に
の
み
、「
イ

ン
ド
ラ
が
調
伏
を
免
れ
る
場
面
」
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
上
で
、
シ
ヴ

ァ
と
イ
ン
ド
ラ
に
対
す
る
調
伏
の
差
異
の
原
因
が
、
世
尊
に
対
す
る
恭
順
の
意
の
有
無
で
あ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

②
に
関
し
て
は
、「
宋
代
翻
訳
密
教
経
典
」
に
言
及
す
る
日
本
・
中
国
で
撰
述
さ
れ
た
文

献
を
特
定
し
、『
大
日
経
疏
演
奥
鈔
』
こ
そ
が
そ
れ
ら
の
密
教
経
典
に
対
す
る
言
及
数
が
最

も
多
い
文
献
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
上
で
、同
文
献
に
引
用
さ
れ
た
「
後
期
密
教
経
典
」

の
用
例
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
イ
ン
ド
・
チ
ベ
ッ
ト
と
は
異
な
り
、
日
本
・

中
国
に
お
い
て
最
も
重
視
さ
れ
て
い
た
「
後
期
密
教
経
典
」
は
、M

āyājāla-tantra

で
あ
る

蓋
然
性
が
高
い
と
判
断
す
る
に
到
っ
た
。

③
に
関
し
て
は
、
長
崎
版
『
日
葡
辞
書
』
を
対
象
と
し
て
「
真
言
宗
と
関
連
す
る
用
語
」

の
調
査
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
真
言
宗
に
つ
い
て
直
接
的
に
言
及
す
る
イ
エ
ズ

ス
会
宣
教
師
の
書
翰
・
報
告
書
を
特
定
し
た
。
さ
ら
に
、
先
行
研
究
で
は
等
閑
に
付
さ
れ
て

き
た
、
真
言
宗
に
つ
い
て
間
接
的
に
言
及
す
る
書
翰
・
報
告
書
の
存
在
を
指
摘
し
、
当
該
箇

所
の
原
文
と
和
訳
と
を
提
示
し
た
上
で
、
真
言
宗
と
関
連
す
る
と
見
做
し
た
根
拠
に
つ
い
て

説
明
を
行
っ
た
。

④
に
関
し
て
は
、
高
野
山
大
学
（
密
教
文
化
研
究
所
）
と
シ
ア
ト
ル
大
学
と
の
有
志
者
に

よ
る
共
同
研
究
の
一
環
と
し
て
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
が
一
五
五
二
年
一
月
二
十
九
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日
付
の
書
翰
の
中
で
仏
教
徒
の
地
獄
観
を
批
判
し
た
点
に
着
目
し
、
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
に

お
け
る
地
獄
観
の
比
較
を
行
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
当
該
の
書
翰
に
関
す
る
先
行
研
究
の
問

題
点
を
指
摘
し
た
上
で
、
仏
教
に
お
け
る
地
獄
観
に
つ
い
て
『
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
』
と
『
施

設
論
』
を
中
心
に
要
点
整
理
を
行
っ
た
。

【
研
究
発
表
】

・「『
大
日
経
疏
演
奥
鈔
』
所
引
の
後
期
密
教
経
典
に
つ
い
て
」、
密
教
研
究
会
学
術
大
会
、
七

月
十
二
日
（
金
）、
於　

高
野
山
大
学
。

・「G
uhyam

aṇitilaka

に
お
け
る
シ
ヴ
ァ
と
イ
ン
ド
ラ
に
対
す
る
調
伏
の
差
異
」、
日
本
印
度
学

仏
教
学
会　

第
七
十
回
学
術
大
会
、
九
月
七
日
（
土
）、
於　

佛
教
大
学
。

・「
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
の
書
翰
に
基
づ
く
十
六
世
紀
の
真
言
宗
」、
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研

究
所
研
究
会
、
十
月
十
七
日
（
木
）、
於　

高
野
山
大
学
。

・“C
ontrasting B

uddhists and C
hristian vision of H

ell, ”	Seattle	U
niversity	M

ini-Conference	

(Buddhist/Christian	D
ialogue:	D

eparting	from
	St.	Francis	X

avier
s̓	Japan	Letters)

、

十
一
月
十
五
日
（
金
）、
於　

シ
ア
ト
ル
大
学
。

【
論
文
】

・「『
大
日
経
疏
演
奥
鈔
』
所
引
の
後
期
密
教
経
典
に
つ
い
て
」、『
密
教
文
化
』
第
二
四
三
号
（
掲

載
予
定
）。

・「G
uhyam

aṇitilaka

に
お
け
る
シ
ヴ
ァ
と
イ
ン
ド
ラ
に
対
す
る
調
伏
の
差
異
」、『
印
度
学
仏

教
学
研
究
』
第
六
八
巻
第
一
号
。

・「
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
の
書
翰
・
報
告
書
に
基
づ
く
十
六
世
紀
中
葉
の
真
言
宗
に
つ
い
て
」、

『
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
三
三
号
。

平
成
三
十
一
年
・
令
和
元
年
度
　
南
山
教
学
研
究
会
活
動
報
告
　
委
託
研
究
員
　
北
川
真
寛

【
研
究
活
動
概
況
】

南
山
教
学
研
究
会
で
は
、
高
野
山
に
伝
わ
る
論
義
書
の
研
究
、
な
ら
び
に
そ
れ
ら
の
整

理
作
業
を
す
す
め
、
弘
法
大
師
を
含
め
た
真
言
密
教
の
展
開
を
明
ら
か
に
し
、
教
学
研
究
の

み
な
ら
ず
現
在
も
続
け
ら
れ
て
い
る
論
義
法
会
に
資
す
る
こ
と
で
、
密
教
興
隆
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
平
成
二
十
五
年
度
に
密
教
文
化
研
究
所
所
属
の
研
究
所
員
や
研
究
員
を
中

心
と
し
た
有
志
に
よ
る
南
山
教
学
研
究
会
を
発
足
さ
せ
、
平
成
三
十
一
・
令
和
元
年
度
は
、

次
の
よ
う
な
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

①
南
山
の
論
義
書
の
輪
読
会

②
論
義
に
関
す
る
調
査
・
研
究
に
よ
る
研
究
発
表
と
学
術
雑
誌
へ
の
投
稿

③
南
山
・
智
山
・
豊
山
に
よ
る
論
義
研
究
会

④
高
野
山
勧
学
会
へ
の
協
力

ⅰ
勧
学
会
に
お
け
る
講
義
の
実
施
・
聴
聞

ⅱ
勧
学
会
で
用
い
ら
れ
る
『
本
書
』
と
『
打
集
』
の
活
字
化
と
校
訂

⑤
山
内
論
義
で
用
い
ら
れ
る
論
義
資
料
の
調
査
と
再
治
・
増
補

こ
れ
ら
の
総
合
的
か
つ
横
断
的
な
活
動
に
よ
り
、
南
山
教
学
の
特
徴
を
少
し
ず
つ
解
明

し
て
い
る
。
た
だ
し
ま
だ
ま
だ
多
く
の
論
題
が
残
さ
れ
て
い
て
、
今
後
も
さ
ら
に
こ
れ
ら
の

活
動
を
進
め
て
い
く
。

　

参
加
者
：
土
居
夏
樹　

研
究
所
員
・
高
野
山
大
学
准
教
授

　
　
　
　
　

北
川
真
寛　

委
託
研
究
員
（
事
務
局
）

　
　
　
　
　

高
柳
公
禅　

助
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
、
輪
読
会
発
表
担
当
者
）

　
　
　
　
　

南
昌
宏　
　

高
野
山
大
学
教
授

　
　
　
　
　

中
西
雄
泰　

高
野
山
引
摂
院

　
　
　
　
　

高
岡
隆
真　

高
野
山
明
王
院

　
　
　
　
　

内
海
周
浩　

高
野
山
本
願
院

　
　
　
　
　

安
田
弘
明　

高
野
山
親
王
院
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山
本
昌
芳　

高
野
山
大
学
大
学
院
生

　
　
　
　
　

そ
の
他
、
大
学
院
生
・
大
学
生
な
ど

【
輪
読
会
の
開
催
】

・
六
月
二
〇
日
（
木
）
一
五
時
～
一
六
時
三
〇
分

　

北
川
真
寛　
「
報
身
報
土
」

・
一
二
月
一
九
日
（
木
）
一
五
時
～
一
六
時
三
〇
分

　

高
柳
公
禅　
「
心
法
色
形
」

・
三
月
五
日
（
木
）
一
五
時
～
一
六
時
三
〇
分

　

土
居
夏
樹　
「
十
地
仏
果
」

【
研
究
発
表
・
論
文
】

・
一
〇
月
十
七
日
（
木
）　

密
教
文
化
研
究
所
研
究
会

　

北
川
真
寛	

「
南
山
学
道
の
歴
史	

―
勧
学
会
に
お
け
る
打
集
を
中
心
に
―
」

・
土
居
夏
樹	

「「
六
大
仏
形
」
に
つ
い
て
」（『
密
教
学
研
究
』
五
一
）

	

「「
三
種
即
身
成
仏
」
に
つ
い
て
」（『
智
山
学
報
』
六
九
）

・
北
川
真
寛	

「
報
身
報
土
に
つ
い
て
―
真
言
密
教
の
論
義
書
を
中
心
に
―
」（『
智
山
学
報
』
六
九
）

【
真
言
教
学
研
究
会
】

・
一
〇
月
一
〇
日
（
木
）
一
五
時
～
一
七
時　

於
高
野
山
東
京
別
院

　

講
演
会
「
中
院
流
に
つ
い
て
」

　

講　

師
：
中
西
雄
泰
（
高
野
山
専
修
学
院
監
事
・
本
学
非
常
勤
講
師
）

・
三
月
一
三
日
（
金
）
一
五
時
～
一
七
時　

於
大
正
大
学

　
「
真
言
密
教
の
教
主
義
」

　

発
表
者
：
佐
藤
も
な
（
帝
京
高
等
看
護
学
院
非
常
勤
講
師
）

　
　
　
　
　

鈴
木
雄
太
（
智
山
伝
法
院
常
勤
研
究
員
）

【
宗
学
連
携
事
業
】

・
勧
学
会
の
期
間
中
に
、
勧
学
会
出
仕
者
に
対
し
て
講
義
を
行
っ
た
（
三
密
双
修
に
つ
い
て
）。

・『
大
日
経
疏
』
一
末	

上
半
の
『
本
書
』
の
書
き
下
し
文
作
成
、『
打
集
』
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー

タ
化
と
書
き
下
し
文
作
成
を
行
い
、
特
に
『
打
集
』
に
は
語
註
を
添
付
。
ま
た
『
本
書
』
や

『
打
集
』
の
誤
植
や
誤
り
を
校
訂
し
た
。

・
問
講
の
謂
立
を
集
成
し
た
『
法
談
論
議
要
集
』
や
『
山
王
院
並
御
影
堂
月
並
問
講
集
』、
さ

ら
に
は
『
宗
釈
難
答
一
重
集
』
に
収
め
ら
れ
た
釈
論
論
題
の
再
治
・
増
補
を
行
い
、
現
在
も

続
け
ら
れ
て
い
る
問
講
の
充
実
に
資
す
る
資
料
の
作
成
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
る
。
そ
の

た
め
高
野
山
住
職
会
・
金
剛
峯
寺
法
会
課
な
ど
の
協
力
を
得
て
、『
法
談
論
義
拾
葉
集
―
釈

論
篇
―
』
と
し
て
宝
性
院
版
・
無
量
寿
院
版
・
付
録
の
三
冊
を
出
版
し
た
。

※
本
事
業
に
関
し
て
は
、
主
に
北
川
真
寛
が
担
当
し
、
問
講
の
再
治
・
増
補
に
関
し
て
は
高
野

山
山
内
住
職
と
共
同
で
活
動
し
て
い
る
。
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密
教
文
化
研
究
所
構
成
員
名
簿
（
令
和
二
年
三
月
現
在
）

○
所
長	

　

佐
藤
隆
彦
（
高
野
山
大
学
教
授
・
副
学
長
）

○
顧
問

　

松
長
有
慶
（
高
野
山
大
学
名
誉
教
授
）

○
専
従
研
究
所
員

　

佐
藤
隆
彦
（
兼
務
）

○
兼
任
研
究
所
員

　

奥
山
直
司
（
高
野
山
大
学
教
授
・
副
学
長
）

　

櫻
木
潤
（
高
野
山
大
学
専
任
講
師
）

　

土
居
夏
樹
（
高
野
山
大
学
准
教
授
）

　

ト
ー
マ
ス
・
ド
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
（
高
野
山
大
学
教
授
・
図
書
館
長
）

　

松
長
潤
慶
（
高
野
山
大
学
教
授
）

　

南
昌
宏
（
高
野
山
大
学
教
授
）

○
専
任
研
究
員

　

德
重
弘
志
（
高
野
山
大
学
非
常
勤
講
師
）

　

テ
ン
ジ
ン
・
ウ
セ
ル
（
高
野
山
大
学
非
常
勤
講
師
・
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
法
王
庁
派
遣
）

○
委
託
研
究
員

　

今
中
太
定
（
シ
ア
ト
ル
高
野
山
ヘ
ッ
ド
・
プ
リ
ー
ス
ト　

※
ザ
ビ
エ
ル
研
究
会
）

　

入
谷
和
也
（
高
野
七
口
再
生
保
存
委
員
会
事
務
局　

※
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
）

　

菊
谷
竜
太
（
京
都
大
学
特
定
准
教
授　

※
ザ
ビ
エ
ル
研
究
会
）

　

北
川
真
寬

（
高
野
山
大
学
非
常
勤
講
師　

※
南
山
教
学
研
究
会
・
弘
法
大
師
著
作
研
究
会
等
）

　

テ
ィ
エ
リ
・
ロ
ボ
ア
ム
（
元
上
智
大
学
教
授　

※
ザ
ビ
エ
ル
研
究
会
）

○
受
託
研
究
員

　

木
下
浩
良
（
高
野
山
大
学
総
合
学
術
機
構
課
長
・
密
教
文
化
研
究
所
事
務
室
長
）

　

静
春
樹
（
高
野
山
大
学
非
常
勤
講
師
）

　

柴
谷
宗
叔
（
巡
礼
遍
路
研
究
会
事
務
局
長
）

○
研
究
所
事
務
室　

　

木
下
浩
良
（
前
掲
）

　

波
多
野
智
人



高野山大学密教文化研究所紀要　第 33 号　32

『
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
編
集
委
員
会
規
程

第
１
条	
密
教
文
化
研
究
所
（
以
下
「
研
究
所
」
と
い
う
。）
に
、『
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』（
以

下
「
紀
要
」
と
い
う
。）
編
集
委
員
会
（
以
下
「
編
集
委
員
会
」
と
い
う
。）
を
設
け
る
。

第
２
条	

編
集
委
員
会
は
、
次
の
委
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

	

（
１
）	

研
究
所
長

	

（
２
）	

専
従
研
究
所
員

	

（
３
）「
紀
要
」
編
集
担
当
者

　
　

２	

編
集
委
員
長
は
研
究
所
長
が
こ
れ
に
当
た
る
。
研
究
所
事
務
室
長
は
、
幹
事
と
し
て

編
集
委
員
会
の
事
務
を
処
理
す
る
。

第
３
条	

編
集
委
員
会
は
研
究
所
長
が
招
集
し
、そ
の
議
長
と
な
る
。
議
長
に
事
故
あ
る
時
は
、

互
選
に
よ
っ
て
議
長
を
選
出
す
る
。

第
４
条	

編
集
委
員
会
は
、
次
の
事
項
を
審
議
し
、
研
究
所
協
議
会
に
報
告
す
る
。

	

（
１
）「
紀
要
」
に
寄
稿
さ
れ
た
原
稿
の
掲
載
の
可
否
お
よ
び
掲
載
の
時
期
の
決
定
。

	

（
２
）「
紀
要
」
寄
稿
者
へ
の
補
筆
お
よ
び
修
正
の
要
請
。

第
５
条	

委
員
の
任
期
は
１
年
と
す
る
。
た
だ
し
重
任
を
妨
げ
な
い
。

第
６
条	

こ
の
規
程
の
改
廃
は
、
研
究
所
協
議
会
の
議
を
経
て
、
研
究
所
長
が
決
定
す
る
。

附　

則　

こ
の
規
程
は
、
平
成
９
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

附　

則　

こ
の
規
程
は
、
平
成
１
４
年
５
月
２
２
日
か
ら
施
行
す
る

『
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
寄
稿
規
程

第
１
条	

『
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』（
以
下
「
紀
要
」
と
い
う
。）
は
、
日
本
お
よ
び
ア
ジ
ア

地
域
な
ど
に
お
け
る
密
教
の
思
想
と
文
化
に
関
す
る
研
究
論
文
、
研
究
ノ
ー
ト
、
研

究
資
料
、
書
評
な
ど
を
掲
載
発
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
密
教
文
化
の
研
究
の
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
２
条	

「
紀
要
」
に
寄
稿
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

	

（
１
）
研
究
所
長

	

（
２
）
研
究
所
員

	

（
３
）
研
究
員

	

（
４
）
編
集
委
員
会
が
適
当
と
認
め
る
者

第
３
条	

原
稿
は
、
原
則
と
し
て
４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
７
０
枚
以
内
と
す
る
。

第
４
条	

原
稿
は
完
全
原
稿
と
す
る
。
執
筆
者
校
正
は
再
校
ま
で
と
し
、
校
正
時
の
大
幅
な
改

変
・
追
加
等
は
認
め
な
い
。

第
５
条	

寄
稿
さ
れ
た
原
稿
は
、
査
読
委
員
会
の
査
読
を
経
て
、
編
集
委
員
会
が
掲
載
の
可
否

お
よ
び
掲
載
の
時
期
を
決
定
す
る
。
ま
た
、
編
集
委
員
会
は
、
寄
稿
者
に
補
筆
お
よ

び
修
正
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
６
条	

原
稿
料
の
支
払
い
、
掲
載
料
の
徴
収
は
行
な
わ
な
い
。

第
７
条	

寄
稿
者
に
は
、
掲
載
誌
２
部
お
よ
び
抜
刷
３
０
部
を
贈
呈
し
、
そ
の
経
費
は
研
究
所

が
負
担
す
る
。

附　

則	
こ
の
規
程
は
、
平
成
９
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
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執
筆
者
紹
介
（
掲
載
順
）

　

木
下
浩
良　
　

密
教
文
化
研
究
所
受
託
研
究
員

　

元
山
慧
香　
　

高
野
山
大
学
事
務
職
員

　

德
重
弘
志　
　

密
教
文
化
研
究
所
専
任
研
究
員

　

静
春
樹　
　
　

密
教
文
化
研
究
所
受
託
研
究
員

編
集
後
記
（
所
長
）

○『
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
三
十
三
号
を
お
届
け
致
し
ま
す
。

　

四
人
の
執
筆
者
に
よ
る
論
考
は
、
本
年
度
の
密
教
文
化
研
究
所
の
研
究
成
果
の
一
端
を
飾
る

も
の
で
す
。
読
者
諸
氏
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

○
本
年
度
は
、
研
究
所
研
究
会
、
弘
法
大
師
著
作
研
究
会
、
南
山
教
学
研
究
会
、
ザ
ビ
エ
ル
研

究
会
と
い
っ
た
各
種
研
究
会
が
活
発
に
活
動
し
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
内
、
弘
法
大

師
著
作
研
究
会
の
研
究
成
果
を
『
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
別
冊
と
し
て
刊
行
し
、
教
学
の

継
承
と
普
及
、
発
展
に
向
け
て
、
一
歩
前
進
し
た
年
と
も
位
置
づ
け
て
お
り
ま
す
。

○
今
年
度
も
、
高
野
山
真
言
宗
社
会
人
権
局
と
の
共
催
に
よ
る
特
別
講
演
を
開
催
し
、
人
権
に

対
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
の
活
動
を
、
歴
史
的
・
社
会
的
観
点
か
ら
行
い
ま
し
た
。

○
文
部
科
学
省
の
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
に
基
づ
く
、「
高
野
山
ア
ー
カ
イ
ブ
」

「
古
絵
図
で
あ
る
く
高
野
山
」
の
作
成
・
熟
成
に
よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
に
お
け
る
研
究
支
援
を
、

密
教
な
ど
本
学
が
得
意
と
す
る
分
野
で
活
発
に
進
め
て
お
り
ま
す
。

〇
今
後
と
も
、
密
教
文
化
研
究
所
の
活
動
に
お
力
添
え
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
　
第
三
十
三
号

	

令
和
二
年
三
月
二
十
一
日
　
印
刷

	

令
和
二
年
三
月
二
十
五
日
　
発
行

　
編
集
者	

密
教
文
化
研
究
所

	

　
　
　
代
表
者
　
佐
　
藤
　
隆
　
彦

　
発
行
所	

密
教
文
化
研
究
所

	

和
歌
山
県
伊
都
郡
高
野
町
高
野
山
三
八
五
　
高
野
山
大
学

	

電
話
（
〇
七
三
六
）五
六
―
二
三
九
〇
　
〒
六
四
八
―
〇
二
八
〇

　
印
刷
所	

株
式
会
社
　
協
和

	

和
歌
山
県
海
南
市
南
赤
坂
五
―
三

	

電
話
（
〇
七
三
）四
八
三
―
五
二
一
一
　
〒
六
四
二
―
〇
〇
一
七
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